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(57)【要約】
【課題】電解液を用いて気泡の発生を伴う化学反応を利
用することにより、内視鏡の管路の内面を気泡を用いて
簡単に洗浄することができる内視鏡用洗浄装置を提供す
る。
【解決手段】洗浄する水溶液としての電解液３中に浸漬
された内視鏡の処置具チャンネル２１内に第１の電極５
ａを挿通し、他方の第２の電極５ｂとの間にポテンショ
スタット６から直流電圧を印加して、気泡の発生を伴う
化学反応を引き起こし、第１の電極５ａの周囲の処置具
チャンネル２１内面に付着した汚れを気泡により除去す
る。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内に挿入される挿入部内に管路が設けられた内視鏡を洗浄する内視鏡用洗浄装置
において、
　前記内視鏡が収納される収納部を有する洗浄槽と、
　前記洗浄槽に洗浄のための水溶液として電解液を用い、該電解液中に浸漬された前記内
視鏡の管路内に挿通される第１の電極と、
　前記電解液中に配置された第２の電極と、
　前記第１の電極及び第２の電極との間に通電するための電源装置と、
　を備え、
　前記第１の電極及び第２の電極との間に通電することにより、少なくとも前記管路内に
挿通される前記第１の電極の表面の電解液に対して気泡の発生を伴う化学反応を引き起こ
し、発生した気泡で前記管路の内面を洗浄することを特徴とする内視鏡用洗浄装置。
【請求項２】
　前記第２の電極は、前記管路内に挿通された前記第１の電極と離間して、該管路内に挿
通されることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用洗浄装置。
【請求項３】
　少なくとも前記第１の電極の表面積を平坦な面の場合よりも大きくした構造の電極を用
いることを特徴とする請求項１又は２に記載の内視鏡用洗浄装置。
【請求項４】
　さらに、前記管路内の電解液を、該管路の長手方向に流動させる送液手段を有すること
を特徴とする請求項１から３の何れかに記載の内視鏡用洗浄装置。
【請求項５】
　さらに、前記管路内に挿通され、管路内面をブラシングすることが可能なブラシ型電極
を有することを特徴とする請求項１から４の何れかの請求項に記載の内視鏡用洗浄装置。
　
【請求項６】
　さらに、前記第１の電極及び第２の電極との間に通電することによる前記化学反応によ
り、消毒する機能を備えた気体又は液体を発生させることを特徴とする請求項１から５の
何れかの請求項に記載の内視鏡用洗浄装置。
【請求項７】
　さらに、前記管路内に挿通される少なくとも前記第１の電極に振動を与える振動付与装
置を有することを特徴とする請求項１から６の何れかの請求項に記載の内視鏡用洗浄装置
。
【請求項８】
　前記振動付与装置は、前記第１の電極の長手方向と略直交する方向に振動を与えること
を特徴とする請求項７に記載の内視鏡用洗浄装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の管路を洗浄する内視鏡用洗浄装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、医療分野などにおいて内視鏡は、広く用いられるようになっている。通常の内視
鏡は、内視鏡検査に繰り返し使用されるため、内視鏡検査に使用された内視鏡は、洗浄装
置により洗浄及び消毒の処理が行われる。　
　そして、洗浄及び消毒の処理により、清浄にされた内視鏡が、次の内視鏡検査に使用さ
れる。　
　内視鏡検査に使用される内視鏡は、処置具を挿通可能とする処置具チャンネルと呼ばれ
る管路や、観察窓の外表面を清浄にするために送気送水を行う管路が設けられているもの
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がある。
【０００３】
　このような管路は、細くて挿入部の全長にわたって設けられているので、十分に洗浄消
毒するために時間がかかる。
【０００４】
　特に処置具チャンネルは、処置具を挿通したり、吸引に用いられることもあるので、そ
の内面に汚れが付着する等して汚れ易い。このため、処置具チャンネルの内面に付着した
汚れを洗浄により除去することが望まれる。　
　例えば特開２００４－５７３２４号公報には、内視鏡を電解液に浸漬し、内視鏡の管路
内に一方の電極を挿通して、正負の電極間に通電して、通電した際の電子の受け渡しによ
り、殺菌を行う殺菌方法が開示されている。　
　また、この公報には、この正負の電極間に通電中にブラシで管路内をブラッシングして
洗浄する方法も開示されている。　
　また、この従来例は、管路の入り口と出口となる両端に正負電極を配置して通電するこ
とによって、管路の内壁を流れる電流で滅菌する方法も開示している（この公報中の第７
の実施形態）。
【特許文献１】特開２００４－５７３２４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記公報の従来例は、電解液を用いて通電した場合の電子の流れによる滅菌を行うとい
う説明（開示）がされているが、処置具チャンネルの内面の汚れを除去することの開示は
されていない。　
　このため、処置具チャンネル等の管路の内面を簡単に洗浄することができる装置が望ま
れる状況にある。
【０００６】
（発明の目的）
　本発明は、上述した点に鑑みてなされたもので、電解液を用いて気泡の発生を伴う化学
反応を利用することにより、内視鏡の管路の内面を気泡を用いて簡単に洗浄することがで
きる内視鏡用洗浄装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、被検体内に挿入される挿入部内に管路が設けられた内視鏡を洗浄する内視鏡
用洗浄装置において、
　前記内視鏡が収納される収納部を有する洗浄槽と、
　前記洗浄槽に洗浄のための水溶液として電解液を用い、該電解液中に浸漬された前記内
視鏡の管路内に挿通される第１の電極と、
　前記電解液中に配置された第２の電極と、
　前記第１の電極及び第２の電極との間に通電するための電源装置と、
　を備え、
　前記第１の電極及び第２の電極との間に通電することにより、少なくとも前記管路内に
挿通される前記第１の電極の表面の電解液に対して気泡の発生を伴う化学反応を引き起こ
し、発生した気泡で前記管路の内面を洗浄することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、電解液を用いて気泡の発生を伴う化学反応を利用することにより内視
鏡の管路の内面を気泡により簡単に洗浄することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、図面を参照して本発明の実施例を説明する。　
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（実施例１）
　図１ないし図６は本発明の実施例１に係り、図１は本発明の実施例１の内視鏡用洗浄装
置の全体構成を示し、図２は図１における内視鏡管路内を拡大して示し、図３は実施例１
に使用する電解液の例と発生する気体等を示す。　
　図４Ａは第１の電極として使用可能なメッシュ形状の電極を示し、図４Ｂは図４Ａの一
部を拡大して示し、図５Ａは第１の電極として使用可能なハニカム形状の電極を示し、図
５Ｂは図５Ａの一部を拡大して示し、図６はブラシ形状の電極を示す。　
　図１に示すように本発明の実施例１の内視鏡用洗浄装置１は、洗浄対象の内視鏡２が浸
漬され、洗浄を行う洗浄液（水溶液）としての電解液３が収納された洗浄槽を形成する電
解液収納容器４と、内視鏡２の管路内に挿入される第１の電極５ａと、内視鏡２の外部の
電解液３中に配置された第２の電極５ｂと、両電極５ａ、５ｂの間に通電する電源装置と
してのポテンショスタット６とを有する。
【００１０】
　内視鏡２は、内視鏡検査対象となる被検体内に挿入される細長の挿入部１１と、この挿
入部１１の後端に設けられた操作部１２と、この操作部１２の側部から延出されたユニバ
ーサルケーブル１３とを有し、このユニバーサルケーブル１３の端部には図示しない光源
装置に接続されるコネクタ１４が設けられている。　
　また、挿入部１１の先端部１５には、図示しない照明窓と観察窓とが設けられている。
また、先端部１５の後端には、湾曲自在の湾曲部１６が設けられ、この湾曲部１６の後端
から操作部１２の前端までは長尺で可撓性を有する可撓部１７が設けられている。　
　また、操作部１２には、湾曲部１６を湾曲操作する湾曲ノブ１８と、送気送水の操作を
行う送気送水操作部１９及び吸引の操作を行う吸引操作部２０とが設けられている。
【００１１】
　なお、図１に示す状態においては、送気送水操作部１９の送気送水ボタン及び吸引操作
部２０の吸引ボタンは、外された状態であり、送気送水及び吸引を行う各管路の端部が開
口している。　
　挿入部１１内に設けられた送気送水を行う送気管路と送水を行う送水管路は、先端部１
５の付近で１本の管路に合流し、先端のノズルに至る。また、挿入部１１内を挿通された
送気管路と送水管路は、送気送水操作部１９において開口している。　
　また、挿入部１１内には、処置具を挿通可能とする処置具チャンネル２１と呼ばれる管
路を形成するチャンネルチューブ２２（図２参照）がその長手方向に形成されている。な
お、この処置具チャンネル２１は、吸引を行う吸引管路としても用いられる。
【００１２】
　この処置具チャンネル２１の先端は、先端部１５の先端面で開口し、その後端側は操作
部１２の前端付近で分岐し、分岐した一方の管路は、処置具挿入口（挿入口と略記）２３
で開口している。また、分岐した他方の管路は操作部１２側に延出され、途中で吸引操作
部２０で開口し、さらにユニバーサルケーブル１３内を挿通されてコネクタ１４に設けら
れた吸引口金に至る。　
　図１に示す例では、処置具チャンネル２１の管路内を洗浄するために、ポテンショスタ
ット６の陽極端子に一端が接続された導線７ａの他端に接続された第１の電極５ａは、処
置具チャンネル２１の管路内に挿通されている。なお、導線７ａ（後述する導線７ｂも同
様）は、絶縁体で被覆されている。　
　この第１の電極５ａは、処置具チャンネル２１の管路の内径よりは小さい外径を有する
細長で可撓性を有する針金状の金属製の電極であり、その全長は、処置具チャンネル２１
の管路の全長より長い。
【００１３】
　図１に示すように、この第１の電極５ａは、その後端が挿入口２３から外部に出た状態
で、その先端が処置具チャンネル２１の先端開口から突出する状態に設定することができ
る。　
　この第１の電極５ａは、１例として直径φが１mm程度で、その長さが例えば２ｍ程度の
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針金形状のものを用いることができる。なお、処置具チャンネル２１の長さが２ｍ近いも
のとは異なる場合には、その長さより若干長いものを用いると１度にその処置具チャンネ
ル２１の管路内面の全長を洗浄できる。また、処置具チャンネル２１の内径に応じて、第
１の電極５ａの外径（直径）を変更しても良い。　
　また、この処置具チャンネル２１の外側の電解液３中には、ポテンショスタット６の陰
極端子に一端が接続された導線７ｂの他端に接続された第２の電極５ｂが浸漬されている
。この第２の電極５ｂは、例えば直方体形状の広い電極面を有する。
【００１４】
　そして、ポテンショスタット６の電源スイッチをＯＮにすることにより、電解液３中に
配置された両電極５ａ、５ｂ間に直流の電圧を印加して、電解液３を用いて気泡の発生（
つまり発泡）を伴う化学反応を行わせることができるようにしている。　
　そして、発泡を伴う化学反応により、処置具チャンネル２１の管路の内面に対して発泡
した際の気体を当てたり、内面に当てた際の気泡の破裂等を利用して、管路内面に付着し
た有機汚れや細菌を物理的に除去する洗浄手段が形成されるようにしている。　
　なお、図１に簡略的に示すように電解液収納容器４は、その底部付近において送液管路
８ａと接続され、この送液管路８ａの途中にフィルタ部８ｂが設けてある。電解液収納容
器４側の電解液３は、このフィルタ部８ｂにより清浄にされた後、循環用のポンプ８ｃに
より汲み上げられて電解液収納容器４に戻されるようになっている。
【００１５】
　図２は、図１における第１の電極５ａが挿通された処置具チャンネル２１部分を拡大し
て示す。　
　図２に示すようにポテンショスタット６から両電極５ａ、５ｂ間に、例えば直流の電圧
を印加することにより、電解液３に対して電気分解により気泡の発生、つまり発泡を伴う
化学反応が起こる。　
　この電解液３としては、例えば図３に示すような電解液（或いは水溶液）を用いること
ができる。　
　また、図３等に示す電解液の種類や濃度等を変えることによって、特に処置具チャンネ
ル２１内に挿通された第１の電極５ａの表面とその周囲の電解液３との間で様々な気体を
生成することができる。
【００１６】
　例えば、５％程度の水酸化ナトリウム水溶液を電解液３として用いれば、この水酸化ナ
トリウム水溶液を電気分解させる化学反応により、第１の電極５ａによる陽極から酸素ガ
ス、第２の電極５ｂによる陰極から水素ガスが発生する。　
　そして、この場合には、特に管路として処置具チャンネル２１内面に対して水酸化ナト
リウムが有する洗浄する機能（洗浄力）を、発泡する気体（この場合には酸素ガス）が内
面に当たる（衝突）等の作用により、洗浄する機能をより向上することができる。　
　また、図３に示すような電解液３を用いることにより、化学反応に必要とされる電圧と
して、高電圧を用いる事無く手軽に行える。　
　また、例えば２％程度の塩酸を電解液３に用いれば、陽極から高い殺菌力（消毒力）を
有する次亜塩素酸（液体）と、塩素ガスを発生させることもできる。
【００１７】
　この場合には、洗浄と共に、消毒を同時に行うことができる。従って、洗浄消毒を行う
時間を短縮することもできる。　
　このように本実施例によれば、電気分解によりその体積を大きくできる気体を発生させ
、これを洗浄に利用することができるので、電子の流れで仮に洗浄することができるとし
た場合（上述の公報）よりも、効率良く（具体的には短時間で）処置具チャンネル２１等
の管路内面を洗浄することができる。　
　また、処置具チャンネル２１内に挿通された第１の電極５ａとしては、例えば図４Ａに
示すようにメッシュ形状（網形状）の電極３１を用いて、その電極表面積を（平坦な面の
場合よりも）大きくしたものを用いると、化学反応させる面積量を増大できる。
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【００１８】
　図４Ｂは、図４Ａの一部を拡大して示す。このメッシュ形状の電極３１は、長手方向に
電極３１を構成する複数の平行な金属線３２ａ、３２ａ、…と、隣り合う平行な金属線３
２ａ，３２ａの間にそれぞれ三角状の空間３２ｃを形成するように鋸歯状に配置される金
属線３２ｂとを有する。なお、ここでは三角状の空間３２ｃが形成されるメッシュ形状で
示しているが、この形状に限定されるものでない。また、空間３２ｃを曲面にしても良い
。　
　また、銅線等で形成される金属線３２ａ、３２ｂの表面には、化学反応に対する耐性が
高い例えば白金、又は金からなる電極３２ｄがメッキ等により形成されている。　
　なお、図４Ａに示すものを平面として、テープ状に巻き付けた立体形状化したものでも
良い。
【００１９】
　図４Ａ或いは図４Ｂに示すようなメッシュ形状の電極３１を用いると、電極表面積を大
きくできるので、通電した場合に発泡を伴う化学反応を増大させることができる。そして
、発生する気泡の量を増大させることにより、洗浄する機能を向上できる。　
　また、洗浄対象となる管路の内径に応じて、その内径よりも細い電極を管路内に挿通す
ることにより、上述のように気泡を用いて簡単に管路内面を洗浄することができる。　
　また、このようなメッシュ形状の電極３１に限らず、図５Ａ或いはその一部の拡大図と
しての図５Ｂに示すように例えばハニカム（蜂の巣）形状の電極３５を採用しても良い。
　図５Ｂに示すハニカム形状の電極３５は、正六角形を敷き詰める如くに正六角形を形成
するように長手方向に細長に配置された金属線３６ａと、各金属線３６ａの表面にメッキ
等で形成された例えば白金又は金からなる電極３６ｂとを有する。各金属線３６ａは、隣
り合う金属線３６ａとで正六角形の空間３６ｃを形成する。
【００２０】
　この場合にも電極表面積を大きくできるので、このハニカム形状の電極３５を第１の電
極５ａとして用いると、化学反応の発生量を増大できる。　
　従って、図４Ａ～図５Ｂのような電極を用いると、電極表面積を大きくできるので、よ
り洗浄する機能を向上でき、内視鏡２の管路内面を簡単にかつ効率良く洗浄できる。　
　また、処置具チャンネル２１内に挿入される第１の電極５ａとして、例えば図６に示す
ようなブラシ形状の電極４１を採用しても良い。　
　このブラシ形状の電極４１は、例えば針金形状のワイヤ部４２におけるその外周面に接
着等により略径方向に突出する複数、より具体的には多数の繊維等が立設されたブラシ４
３が設けられている。ブラシ４３は、チャンネルチューブ２２を形成する部材よりも、柔
らかい材質の合成繊維等で形成され、チャンネルチューブ２２の内面を擦った場合、損傷
を与えない。
【００２１】
　また、このワイヤ部４２の先端には、例えばプラスティック製の球形状にした先端部４
４が設けられ、処置具チャンネル２１内に挿通し易くしている。　
　また、このワイヤ部４２の後端には、例えばプラスティック製の柄部４５が設けられて
いる。　
　そして、ユーザは、この柄部４５を把持して、ブラシ形状の電極４１を処置具チャンネ
ル２１内に挿入したり、抜去したり、長手方向となる前後方向に動かす等して、ブラシ４
３によりチャンネルチューブ２２の内面を擦って洗浄する作業を行い易くしている。　
　また、このワイヤ部４２の後端には被覆された導線７ａの一端が固定され、この導線７
ａはポテンショスタット６に接続される。　
　なお、ブラシ形状の電極４１を構成するワイヤ部４２は、例えば銅線等のワイヤ本体と
、そのワイヤ本体の外周面には、メッキ等により例えば白金或いは金による電極が形成さ
れている。
【００２２】
　また、上述した実施例１において、図７に示す変形例の内視鏡用洗浄装置１Ｂのような
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構成にしても良い。　
　この変形例は、図２において、処置具チャンネル２１の一方の開口としての例えば挿入
口２３から処置具チャンネル２１内に電解液３を送液する送液手段としてのポンプ４９を
設けた構成にしている。　
　このポンプ４９は、例えば電解液３中で使用可能（耐性を有する）水中ポンプであり、
吸入口４９ａから吸い込んだ電解液３を吐出口４９ｂから吐出する。なお、ポンプ４９は
、水中ポンプで構成されるものに限定されるものでない。　
　吐出口４９ｂは、チューブ４９ｃの一端が接続され、このチューブ４９ｃの他端は接続
部材４９ｄを介して挿入口２３に着脱自在で接続される。
【００２３】
　接続部材４９ｄは、例えば第１の電極５ａ或いは導線７ａを通す透孔が形成されている
。　
　この変形例では、処置具チャンネル２１内に電解液３を送液する送液手段を設け、送液
しながら電解液３の発泡を伴う電気分解による化学反応を行いながら洗浄する構成にして
いる。　
　そして、処置具チャンネル２１内での送液により、処置具チャンネル２１内の電解液３
及び発生した気体は、処置具チャンネル２１の長手方向、つまり他方の開口となる先端開
口側に送液（流動）され、先端開口から処置具チャンネル２１の外部に排出される。　
　本変形例は、処置具チャンネル２１内での電解液３の送液（流動）により、処置具チャ
ンネル２１の内面に付着した有機物の汚れや細菌等の付着物を除去して洗浄する機能を大
きくできる。
【００２４】
　また、処置具チャンネル２１内での送液によって、処置具チャンネル２１内で発生した
気泡が処置具チャンネル２１内に時間的に貯まってしまうことを解消し、新たに発生した
気泡による洗浄の機能の妨げる事態を解消できる。　
　そして、電気分解の化学反応により、順次発生した気泡による洗浄の機能を（時間的に
）低下させることなく継続して維持できるようになる。その他、上述した場合と同様の作
用効果を有する。　
　例えば、この変形例の場合にも、図３に示した各種の電解液を適宜に選択使用すること
により、洗浄の他に消毒も兼ねるようにすることもできる。
【００２５】
（実施例２）
　次に図８を参照して本発明の実施例２を説明する。図８は実施例２の内視鏡用洗浄装置
１Ｃの構成の概略を示す。　
　本実施例は、例えば図１或いは図２における内視鏡２の外部の電解液３中に配置された
第２の電極５ｂを、第１の電極５ａと同様に処置具チャンネル２１内に挿通（配置）した
構成にしている。この場合、第２の電極５ｂは、第１の電極５ａと同じような形状のもの
を採用できる。　
　また、第１の電極５ａと第２の電極５ｂとは、絶縁性の支持部材５１により両電極５ａ
、５ｂの間隔が、少なくとも接触しないで、例えば一定となるように支持されている。　
　また、本実施例においても、例えば図７に示したポンプ４９を用いた送液手段が用いら
れ、処置具チャンネル２１内に電解液３を送液する構成にしている。　
　本実施例においては、両電極５ａ、５ｂを処置具チャンネル２１内に挿通しているので
、小さな電圧で発泡を伴う電気分解を十分に行うことができる。
【００２６】
　また、この場合には両電極５ａ、５ｂで発生した気体（気泡）を処置具チャンネル２１
の内面の洗浄に利用できるのでより、より効率良く洗浄ができる。　
　なお、本実施例の場合、例えば導線７ａ、７ｂの途中にタイマ５２により、切り替えら
れるスイッチ５３を設け、ユーザ等により予め設定された時間周期Ｔで両電極５ａ、５ｂ
に印加する直流電圧の極性を切り替えることもできるようにしている。例えばある時刻で
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はスイッチ５３は実線で示す状態に設定されていると、その状態で時間周期Ｔが経過する
と点線で示す状態に切り替えられる。そして、両電極５ａ、５ｂに印加される極性が変更
される。　
　なお、電源装置としてのポテンショスタット６がタイマ５２と、このタイマ５２のタイ
マ５２により設定された時間周期Ｔで極性を切り替える機能を有する場合には、ポテンシ
ョスタット６による設定でこのような制御を行うようにしても良い。
【００２７】
　本実施例では、両電極５ａ、５ｂとも処置具チャンネル２１内に配置されるため、両電
極５ａ、５ｂの極性を時間的に変更することにより、より均一に処置具チャンネル２１の
内面を洗浄することができる。　
　本実施例は、両電極５ａ、５ｂを処置具チャンネル２１内に挿通しているので、小さな
電圧で発泡を伴う電気分解を十分に行うことができると共に、両電極５ａ、５ｂで発生し
た気体（気泡）を処置具チャンネル２１の内面の洗浄に利用できるので、より効率良く洗
浄ができる。　
　また、両電極５ａ、５ｂの極性を時間的に変更することにより、より均一に処置具チャ
ンネル２１の内面を洗浄することができる。その他、実施例１やその変形例と同様の効果
を有する。
【００２８】
（実施例３）
　次に図９を参照して本発明の実施例３を説明する。図９は実施例３の内視鏡用洗浄装置
１Ｄの構成の概略を示す。　
　この内視鏡用洗浄装置１Ｄは、例えば図８に示す実施例２の内視鏡用洗浄装置１Ｃにお
いて、さらに両電極５ａ、５ｂに振動を与える振動付与手段としての振動装置６１を設け
た構成にしている。　
　この振動装置６１は、例えば両電極５ａ、５ｂの後端を固定する固定部材６２と、この
固定部材６２を所定方向に振動させる振動発生装置としての例えば防水（液密）構造の振
動モータ６３とを有する。　
　なお、振動モータ６３は、図示しない弾性部材或いは振動を吸収する振動吸収部材を介
して、内視鏡２の操作部や、電解液収納容器４の内面に固定される。
【００２９】
　また、接続部材４９ｄは、第１の電極５ａ及び第２の電極５ｂが通される透孔のサイズ
が第１の電極５ａ及び第２の電極５ｂの外径より大きくされ、その間に振動を吸収する部
材が介挿されている。そして、接続部材４９ｄには振動が殆ど影響しないようにしている
。　
　本実施例においては、この振動モータ６３は、例えば、両電極５ａ、５ｂの長手方向と
直交する方向に振動を与えるようにしている。図９中にこの振動方向を矢印で示している
。なお、この振動方向の他に、長手方向に平行な方向にも振動させるようにしても良い。
　その他の構成は、例えば実施例２と同様の構成である。　
　本実施例は、両電極５ａ、５ｂをその長手方向と直交する方向に振動を与えるようにし
ているので、両電極５ａ、５ｂの表面で発生する気泡に対して、処置具チャンネル２１の
内面側に衝突させる方向の運動エネルギを与えることができる。そして、この運動エネル
ギが付与された気泡を処置具チャンネル２１の内面に当てて洗浄する機能を高める。
【００３０】
　従って、本実施例は、実施例２の作用効果の他に、さらに洗浄する機能をより向上する
ことができる。　
　また、本実施例は、両電極５ａ、５ｂを振動させることにより、両電極５ａ、５ｂの表
面で発生した気泡がその表面に付着することを排除或いは低減できる。　
　両電極５ａ、５ｂの表面で発生した気泡がその表面に付着すると、その後における気泡
の発生を妨げるため、電気分解の化学反応の発生量が低下する。或いは、電気分解に寄与
する電極面積が実質的に小さくなってしまうことになる。本実施例は、このようなことを
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できる。
【００３１】
　なお、本実施例は、処置具チャンネル２１内に２つの電極５ａ、５ｂが配置された構成
の場合に適用した例を示しているが、例えば一方の電極としての第１の電極５ａのみが処
置具チャンネル２１内に配置された場合にも適用できる。　
　図１０は、本実施例の変形例として、図７の場合に適用した例の内視鏡用洗浄装置１Ｅ
を示す。この場合においても、第１の電極５ａの表面で発生する気泡に対して、処置具チ
ャンネル２１の内面側に衝突させる方向の運動エネルギを与えることができ、その気泡に
よる処置具チャンネル２１の内面に当てて洗浄する機能を高めることができる。　
　また、上述した実施例や変形例を部分的に組み合わせることにより構成される実施例等
も本発明に属する。例えばブラシ形状の電極４１を振動装置６１により、例えば長手方向
に振動させるようにしても良い。そして、洗浄する機能を向上させても良い。
【００３２】
　また、上述した実施例等においては、内視鏡２の管路として、処置具チャンネル２１の
場合で説明したが、他の管路に適用することもできる。例えば送気送水管路や、吸引管路
に適用しても良い。　
　また、本発明は、内視鏡と共に用いられる処置具などの内視鏡周辺機器における管路、
ルーメンの洗浄にも適用することができる。
【産業上の利用可能性】
【００３３】
　内視鏡における処置具チャンネル等の管路を洗浄する場合に利用できる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本発明の実施例１の内視鏡用洗浄装置の全体構成を示す図。
【図２】図１における第１の電極が挿通された処置具チャンネルを模式化して洗浄する構
成を示す図。
【図３】実施例１に使用する電解液の例と発生する気体等を示す図。
【図４Ａ】第１の電極として使用可能なメッシュ形状の電極を示す図。
【図４Ｂ】図４Ａの一部を拡大して示す図。
【図５Ａ】第１の電極として使用可能なハニカム形状の電極を示す図。
【図５Ｂ】図５Ａの一部を拡大して示す図。
【図６】ブラシ形状の電極を示す図。
【図７】実施例１の変形例の内視鏡用洗浄装置の概略の構成を示す図。
【図８】本発明の実施例２の内視鏡用洗浄装置の概略の構成を示す図。
【図９】本発明の実施例３の内視鏡用洗浄装置の概略の構成を示す図。
【図１０】実施例３の変形例の内視鏡用洗浄装置の概略の構成を示す図。
【符号の説明】
【００３５】
１…内視鏡用洗浄装置、２…内視鏡、３…電解液、４…電解液収納容器、５ａ…第１の電
極、５ｂ…第２の電極、６…ポテンショスタット、２１…処置具チャンネル、２２…チャ
ンネルチューブ、２３…挿入口、３１…メッシュ形状の電極、３５…ハニカム形状の電極
、４１…ブラシ形状の電極、４９…ポンプ、６１…振動装置、６３…振動モータ
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